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1. はじめに 
表2 素材別表面温度とデータ数 

本研究では、前報までの研究の一環として本対象地区に

おける夏季の熱環境改善手法を検討するための、地区スケ

ールの熱環境に関する住環境マップとして、建築外部空間

の表面温度マップ及び気温･風速分布のマップを、数値流体

解析を利用して作成する方法について検討することを目的

とする。 
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このような目的の数値解析としては、放射･対流連成計算

と熱収支モデルによって表面温度と空間の気温･風速分布

を予測する方法が考えられるが1）、条件設定が複雑であり、

計算負荷も大きい。本研究では、より簡便に熱的境界条件

を設定するため、建物外部空間の表面温度を既知として与

える方法を考える。本報では、その第一段階として文献調

査により、流体シミュレーションの境界条件として必要と

なる表面温度の日最高値について収集･整理した。 

2. 調査概要 
1976年 1月から 2002年 2月ま
での日本建築学会計画系論文集に

掲載された論文のうち、建築外部空

間における熱環境の実測を行った

117件を抽出した。そのうち表1に
示す項目で調査したところ、表面温

度の実測値の読み取りが可能な文

献の総数は20件 2)-25)であった注1)。 

実測方法は 17件が赤外線放射温
度計によるものであった。その他、熱電対や赤外線放射カ

メラで実測している論文もあった。論文中の実測日時は

1974～1998年の夏季(7～9月)の昼間を対象としている。実
測場所は東京都区部とその郊外をはじめとする北海道,東北,
北陸地方を除く広範囲に分布している。尚、ここでは1m×
1m以下の計測精度を有するデータのみ抽出し、素材別表面
温度の実測データが複数ある場合には、空間平均値の日最

高値を読み取った。 
3. 素材別表面温度のデータ数 
文献調査によって得られた実測値を素材別、日向･日陰別、

方位別に分類し、それぞれのデータ数と平均値、標準偏差

をまとめた(表2)。コンクリートと水面、ＲＣ屋根、瓦屋根
について日向･日陰がまとめて表記されているのは、文献か

ら日向･日陰の判別が困難であるか若しくは分類されてな

かったためである。また、樹木の日陰、建築物西側壁面の

日陰について0(ゼロ)と表記されているのは、今回の調査項
目(実測日時や実測場所)に該当しなかったか、文献からの

実測値の読み取りが不可能であったためである。 

表1 調査項目
調査項目

1 実測方法

2 実測日時

3 実測場所

表面素材

(日向･日陰別)

(方位別)

表面温度

(日最高値)

4

5

全体的な傾向として、緑地や河川による夏季の熱環境改

善効果に関する研究が多く、樹木、草地、水面、アスファ

ルトについての実測例が多い。建築物壁面の表面温度は 4
方位を実測している研究は少なく、特に西側壁面の表面温

度の実測例が少ない。 
4. 素材別表面温度の出現頻度分布 
文献調査によって素材別表面温度の空間平均値の日最高

値を小数点以下第一位まで読み取り、出現頻度分布を作成

した。その一部を図1に示す。アスファルト(日向)の表面温
度は40~65℃の広範囲に分布して、平均値は50℃であった。
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平均値：50(℃) 

標準偏差：5(℃) 

平均値：44(℃) 

標準偏差：7(℃)

平均値：34(℃) 

標準偏差：4(℃)

(1) アスファルト(日向) (2) コンクリート (3) 樹木(日向) 
平均値：40(℃) 

標準偏差：9(℃) 

平均値：29(℃) 

標準偏差：3(℃)

平均値：43(℃) 

標準偏差：8(℃)

(4) 草地(日向) 

コンクリートについても 45～52.5℃と幅広く分布して、平
均値は 44℃であった。樹木(日向)の表面温度は 30～42.5℃
に集中し標準偏差は小さく、平均値は34℃であった。草地
(日向)、裸地(日向)の表面温度の分布にはばらつきは見られ
平均値はそれぞれ40℃、43℃であった。水面の表面温度は
25~37.5℃に集中しており標準偏差も小さく、平均値は
29℃であった。 
5. まとめ 
建築外部環境における素材別表面温度の実測値を文献調

査により収集･整理し、素材別表面温度の出現頻度分布図を

作成した。水面と樹木では表面温度の分布幅が小さく、ア

スファルトとコンクリート、草地,裸地については実測値の
ばらつきが大きかった。実測値のデータ数や収集条件にお

いて今後の検討が必要である。 
【注 1】日本建築学会計画系論文集において実行された実測データが、日本建築学会大
会学術講演梗概集に掲載されている場合には、そのデータを引用した。 
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図1 素材別表面温度の出現頻度分布
(5) 裸地(日向) (6) 水面 
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